



The Setting and Revision of Relief Standards
under the Poor Relief Law/1931-1939











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































限度額 病　院 其ノ他 病　院 其ノ他 家　庭
産　院 ノ施設 産　院 ノ施設 ＊2
＊1 ＊1
銭 県 県 県 県 県
10－14 1 1 1 一 一15－19 1 4 一 3 320－24 一 13 一 13 1325－29 6 22 3 21 1330－34 21 7 16 8 11
35－39 1 一 3 2 340－44 17 一 24 一 145一 一 一 一 一 1不　祥＊3 一 一 一 一 2










15－19 1 一20－24 1 1
25－29 1 一30－34 8 3
35－39 2 4
40－44 16 21

























































































































































＊1 ＊2 設 定 額 等＊3 備　　　　　　考区　分 医療の種類 設　定 県 最 低　額 最 瀕　額 最 高　額
県 銭 銭 銭
a医療の種類 診察料 2 15 一 40 医師治療せざるとき別の場合 薬治料 42 10 12 15
処置料 40 8 20 20
手術料 41 25 100 500
検査並注射料 37 12 30 50
往診料 42 10 30 50 一里に付
文書料 26 5 20 50 処方箋・診断書を含む
看護人給 6 50 50 50 一日一夜が大多数
薬剤師の医療 20 5 5 10 一人一日一剤が大多数
b医療の種類 一日当医療費 14 12 15 30
別によらざ 往診料 30 30 30 30 一里に付

































































































































































































































































































































































































































































































































































私人の限　度　額 病　　院 其ノ他ノ 病　　院 其ノ他ノ 家　　庭
産　　院 施　　設 産　　院 施　　設
銭 県 県 県 県 県
10－　14 2 1 1 一 一
15－　19 一 3 1 3 2
20－　24 一 13 一 10 12
25－　29 6 22 3 23 16
30－　34 18 7 14 8 11
35－　39 2 1 3 2 3
40－　44 19 一 25 1 1
45一 一 一 一 一 1
不祥＊ 一 一 一 一 1



































































































































































































世帯人員 一等地 二等地 三等地
銭 銭 銭
一　　人 22 20 18
二　　人 42 38 34
三　　人 60 54 48
四　　人 76 68 60
五　　人 85 75 65
六　　人 90 80 70
七　　人 95 85 75






























































































































































































































































































































％ 県 県 県 県 県
200以上 一 2 1 2 1
190－199 1 一 1 一 一180－189 一 一 一 一 1170－179 1 1 1 1 1
160－169 2 2 1 2 1
150－159 2 3 2 4 2
140－149 3 5 1 6 4
130－139 3 5 5 4 5
120－129 13 12 14 10 11
110－119 6 1 4 3 2
100－109 2 2 3 1 4
不　祥 14 14 14 14 15



















































































































































































































































































































































































































甲 地 乙 地 丙 地
世帯人員































































































甲 地 乙 地
世帯人員
世　帯 一人当 世　帯 一人当
一　　人 30銭 30銭25銭 25銭
二　　人 56 28 48 24
三　　人 81 27 69 23
四　　人 104 26 88 22


























































































































































































































































































































































看護人給 薬剤師ノ医ﾃ 一人一日毎纓ﾃ費 往　診　料 文書料
銭 銭 銭 銭 銭
一 一 一 一 一
上記制限二依リ難キモノニ付テハ其都
x認可ス 北海道
一 一 15 一 一 ” 東　京
一
一人一日
@　一剤5 一 一 一 ” 京　都
一 一 13 一 一 特別ノ場合其都度認可ス 大　阪





15一里30汽ﾔ汽船二等 一 〃 兵　庫
一 一 15 一 一 ” 長　崎
一日一夜50 一 一 一 一 〔空　白〕 新　潟
一
一人一日
@　一剤8 一 一 一
上記制限二依リ難キモノニ付テハ其都
x認可ス 埼　玉
一 一 一 一 一 〔空　白〕 群　馬
一
一人一日
@　一剤5 一 一 一
上記制限二依リ難キモノニ付テハ其都
x認可ス． 千　葉
一 一 一 一 一 〃 茨　城
一 一 一 一 一 〃 栃　木
一 一日一剤5 一 一 一 〔空　白〕 奈　良










一 一人一日8 一 一 一
上記制限二依リ難キモノニ付テハ其都
x認可ス 静　岡
一 一 15 一 一 〃 山　梨
一 一人一日10 ｝ 一 一 〃 滋　賀
一
一人一日
@　一剤5 15 一 一 〃 岐　阜
一 一 一 一 一 ” 長　野









































































































































































































看護人給 薬剤師ノ医ﾃ 一人一日毎纓ﾃ費 往診料 文書料
銭 銭 銭 銭 銭
一 一 一 一 一 ” 福　島
昼40夜50@　昼夜80 一 一 一 一 〃 岩　手
一
一人一日
@　一剤5 一 一 一 大手術ノ場合ハ其都度定ム 青　森
一 一人一日6 一 一 一
上記制限二依リ難キモノニ付テハ其都
x認可ス 山　形
一 一 一 一 一 〃 秋　田
一 一 △30 一 一 〃 福　井
一 一 一 一 一 〃 石　川
一 一 一 一 一 ” 富　山
一 一剤一日6 一 一 一 ” 鳥　取
一 一剤一日6 15 一 一 〃 島　根
昼夜50 一 ｝ 一 一 ” 岡　山
一日一夜50一人一日8 15 一 一 ” 広　島
一 一人一日6 一 一 一 〃 山　口
一 一人一日10 一 ｝ 一
上記制限二依り難キモノ〔二付テ〕ハ
ｴ都度認可ス 和歌山
50 一 一 一 一 ” 徳　島
一 一日一剤6 一 一 一 〃 香　川
血清注射高 手術料上記制限ヲ超エルトキ又ハ血清
価薬ハ 一 一 一 一 高価薬ヲ要スルトキ其他上記制限二依 愛　媛医＝1／2 リ難キトキハ其都度認可ス
一 一 一 一 ｝
上記制限二依リ難キモノニ付テハ其都
x認可ス 高　知
一日一夜50一日一剤5 一 一 一 〃 福　岡
一 一日一剤5 一 一 一 〃 大　分
手術料処置料診断書料死体検案書料二
一 ｝ 一 一 一 シテ上記制限二依リ難キモノニ付テハ 佐　賀〔其都度〕認可ス
一 一日一剤5 一 一 ｝ 〔空　白〕 熊　本
一 一 一 一 一
上記制限二依リ難キモノニ付テハ其都
x認可ス 宮　崎
一 一 15 ｝ 一 〃 鹿児島





道府県 往　　診　　料 診察料 処　置　料 治療料 手　　術　　料 薬　　治　　料
銭 銭 銭 銭 銭 銭
京　都 日本歯科医師会健康保険診療料金ノ三分ノー
兵　庫 一歯一回10 口腔内消炎手術@　一人一回　25一人一日内外用　10
新潟 一 一 縫帯無料 一 一 一
埼　玉 日本歯科医師会健康保険診療料金ノ三分ノー
千　葉 一 一 一 一歯一回7
口腔内消炎手術
@一ケ所二付　15 一
茨　城 往復四粁二付30 一 縫帯材料15一歯一回7 口腔内消炎手術@一ケ所二付　15
洗潅塗布6、タンカン
?ｷ7、普通7、特12
栃　木 一 無料 一 10 一 溶液剤（一日分）5
静　岡 一 一 10 一 一 一剤二付　5
滋　賀 一 一 一 一 一 一日分ノ容器代ヲ含ム　10
岐阜 一人一回　30 一 10一歯一回10 一 一人一日　10
山　形 県歯科医師会所定最低額ノ三分ノー
福　井 一 一 一歯一回7 一 一 一
石　川 一 一 一 一
富　山 一里以上一里二付35 一 一 一人一日10 一人一回　20 一人一回　12
岡　山 一 一 15一歯一回10 一人一回100 無料
和歌山 一 一 一歯一回10 一回　10 一
塗布薬一日一人一剤　10
嵂@薬一日一人一剤　15
徳　島 車馬賃ヲ要スgキ半里　20 一 一回　5 一回　5 口腔内消炎手術　12
歯根炎、口内炎　7
@　電法含噸薬　5
香　川 一 一 一 一歯一回15 一人一回　35 一人一回　8
高　知 一 一 一 一 消炎手術30 一
大　分
〔一里迄〕　15一里二付　15増
一 縫帯　5 一歯一回7 消炎手術一ケ所　15 　　　一日分　7ﾜ敵、器法薬　5




















































































其ノ他 其ノ他 家　　庭 公　　設 私　　設
北海道
戟@京
i8 i8 i8 i； 聖 ll i⑪
上記制限二依リ難キモノニ付テハ其都度認可ス
京　都 30 30 35 35 40 30 35 〃
大　阪 35 30 40 35 35 25（35） 30（40） 〃
神奈川 40 25 40 25 25＜20＞ 40 40 〃
兵　庫 40 25 40 25 25 40 40 〃
長　崎 15 12 40 15 20 15 40 〃
新　潟 30 20 30 20 一 〔注2　参照〕 ’ノ埼　玉 30 30 30 30 30 50 50 ”
群　馬 40 25 40 25 25 〔注2　参照〕 ’ノ
千　葉 40 25 40 25 25 40 40 〃
茨　城 40 25 40 25 25 40 40 ”
栃　木 25 20 25 20 25 55 55 〃
奈　良 30 20 30 20 20 40 40 〔〃印、欠落（空白）〕
三　重 30 15 40 15 15 40（30） 40（30） ’ノ
愛知 40 25 40 25 30 40 40 〔注3 参照〕静　岡 30 25 30 25 25 50（40） 50（40） 〃
山　梨 30 20 30 20 20 20 20 ”
滋賀 30 25 40 30 45 30 40 〃岐　阜 30 25 30 25 25 50 50 〃
長　野 40 20 40 20 20 30 30 ”
宮　城 35 25 40 30 30 35 40 ”
福　島 30 25 30 25 25 30 30 〃
岩　手 10 20 10 25 25〔注2　参照〕 〃
青　森 40 25 40 25 25 40 40 〃
山　形 30 25 30 25 20 50 50 〃
秋　田 40 25 40 25 20 40 40 〃
福井 25 18 25 18 18 40 33 ”石　川 25 15 40 20 35 30 40 ’ノ
富　山 30 20 30 20 20 35 35 ’ノ
鳥　取 40 25 40 25 30 40 40 〃
島根 40 25 40 25 18 40 40 〃岡　山 30 30 30 30 30 〔注2　参照〕 〃
広　島 30 18 40 20 20 30 40 ”
山　口 30 20 30 20 20 50 50 ’ノ
和歌山 30 25 35 30 30 30 40 ”
徳　島 25 20 35 25 35 30 35 ”
香　川 40 25 40 25 30 40 40 ”
愛　媛 30 居と同 30 居と同 居と同 80（生） 80（生） ”
高　知 30 25 30 25 30 40 30 〃
福　岡 40 30 40 30 30 25 40 ”
大　分 40 20 40 20 30 40（25） 40（20） 〃
佐　賀 30 30 30 30 30 80（生） 80（生） 〃
熊本 40 25 40 25 25 40 40 ”宮　崎 25 居と同 25 居と同 居と同 80（生） 80（生） ”
鹿児島 40 25 40 25 20 40 40 ’ノ

















道府県 助　産　費 生業扶助費 埋　葬　費
地　　　　　　　　域 一人一日 一世帯一日








P00 6 20 7
京　都 京都市ｴノ他
；1 ｛88 5 20 8


























U0 5 20 火葬　8y葬　5
千　葉 市町村 25Q0
100





V0 6 20 7
市 20 80


































W0 5 20 7
長　野 市町村 20P8
100
X0 3 20 7
宮　城 市町村 25Q0
100





W0 7 20 7









生 活　　　扶 助 費
生業扶助費 埋 葬 費道府県 助　産 費
地 域 一人一日 一世帯一日





V0 3 20 7
秋 田 市町村 ｝1 1； 5 20 6
市 18 72
福 井 指定町村 15 60 7 20 8
其ノ他 12 48
市 25 100
石 川 大聖寺　小松 七尾　輪島町 22 90 6 30 7
其ノ他町村 20 80
富 山 市町村 ｝1 ！1 5 20 7
市 17 65 特別ノ場
鳥 取 倉吉境町 15 60 6合ハ10円 20 7
其ノ他 13 55 ヲ認可ス
市 20 75
島 根 指定町村 18 68 6 20 7
町村 16 60
岡 山 岡山市ｴノ他市町村
；； 118 5 20 7
広 島 市町村 il
85
V7 4 20 7
山 口 市、指定町村ｴノ他
ll 80
V0 6 30 7
市 25 100
和歌山 指定町 22 90 5 20 7
其ノ他町村 20 80
徳 島 〔全域〕 18 75 4 20 6




！1 4 20 5
高 知 市又ハ指定町村ｬ村
il ！1 4 20 7
福 岡 市町村 20P8
1⑪ 6 20 10
大 分 市町村
ll 80
V0 5 30 7
佐 賀 市町村 il ！8 5 20 8
市 18 80
熊 本 指定町村 17 70 5 20 6
町村 15 65
宮 崎 市及延岡　小林ｴノ他
赤江町 1； 100W0 6 20 7
鹿児島 市町村
｛； 18 7 20 10
沖 縄 市町村 il





















府　県　名 地　　　　　　　　　　域 一人一日ノ 一世帯一日 一人一日ノ 一世帯一日
場合 ノ場合 場合 ノ場合
東京府 東京市 30銭 1円20銭 50銭 1円60銭
八王子市 25 1　00 35 1　25
町村 25 1　00 35 1　25
神奈川県 横浜市、川崎市、横須賀市 25 1　00 40 1　20
平塚市 25 1　00 40 1　20
町村 20 80 30 1　00
愛知県 名古屋市 25 1　00 40 1　54
豊橋市、岡崎市、一宮市、瀬戸市、半田市 25 1　00 40 1　54
町村 20 80 30 1　26
京都府 京都市 30 1　00 40 1　30
福知山市 25 1　00 35 1　20
町村 25 1　00 30 1　15
大阪府 大阪市、堺市、岸和田市 30 1　20 40 1　30
布施市、豊中市 25 1　00 40 1　30
町村 25 1　00 30 1　15
兵庫県 神戸市、御影町、住吉村、本山村、精道村 30 1　20 40 1　50
西宮市、尼崎市、魚崎町、鳴尾村、大庄村
{庄村、姫路市、明石市、垂水町 25 1　00 35 1　30
町村 25 1　00 30 1　10
静岡県 静岡市、浜松市、清水市 24 80 30 1　00
沼津市、熱海市 24 80 30 1　00
町村 20 80 25 90
広島県 広島市、呉市 25 1　00 35 1　19
福山市、三原市、尾道市 25 1　00 35 1　19
町村 20 90 30 98
山口県 下関市、宇部市、防府市 25 1　00 30 1　26
山口市、徳山市、萩市 25 1　00 30 1　26




直方市、飯塚市 20 80 30 1　20













一人一日ノ 一世帯一日 一人一日ノ 一世帯一日 一人一日ノ 一世帯一日 一人一日ノ 一世帯一日
場合 ノ場合 場合 ノ場合 場合 ノ場合 場合 ノ場合
銭 円　銭 銭 円　銭 銭 円　銭 銭 円　銭
北海道 20 75 17 65 25 1　00 20 90
青　森 17 70 14 60 30 1　15 23 95
岩　手 20 80 20 80 30 88 25 84
秋　田 18 72 15 60 一 一 一 一
山　形 20 80 18 70 25 1　00 22 90
茨　城 20 80 18 70 30 1　20 27 1　05
栃　木 　20w　18
80
V2 16 64 　30w　25 1　00X0 20 80
群　馬 20 80 15 60 22 90 18 70
埼　玉 20 80 18 70 一 一 一 一新潟 20 80 20 80 一 … 一 一
富　山 20 80 18 70 25 90 20 80
福　井 　18w　15 留 12 48 　25w　22 1　00X2 18 72
山　梨 20 80 15 60 34 1　19 25 91
長　野 20 1　00 18 90 35 1　20 30 1　00
三　重 20 80 15 70 30 1　24 25 1　04
鳥　取 　17w　15
；； 13 55 　27w　25
ll 22 82
島根 　20w　18
；1 16 60 一 一 一 一
徳　島 18 75 18 75 一 一 一 一
香　川 20 80 18 70 一 一 一 一
愛　媛 20 80 17 70 25 1　00 20 81
高　知 20 80 18 70 25 1　00 20 80
佐　賀 20 80 18 70 25 1　00 23 88
長　崎 15 60 10 40 25 1　00 20 80
熊　本 18 80 15 65 23 96 18 74
大　分 20 80 18 70 34 1　55 30 1　35
鹿児島 15 60 12 50 34 1　05 23 70















一人一日ノ 一世帯一日 一人一日ノ 一世帯一日 一人一日ノ 一世帯一日 一人一日ノ 一世帯一日
場合 ノ場合 場合 ノ場合 場合 ノ場合 場合 ノ場合
銭 円　銭 銭 円　銭 銭 円　銭 銭 円　銭
宮　城 25 1　00 20 80 30 1　12 25 98
福　島 25 1　00 20 80 35 1　25 30 1　12
千　葉 25 1　00 18 80 35 1　00 30 80
石　川 　25w　22 1　00X0 20 80 35 1　10 30 1　00
岐　阜 25 1　00 20 80 30 1　44 25 1　22
滋　賀 25 1　00 20 80 35 1　20 30 1　05
奈　良 25 1　00 20 80 一 一 ｝ 一
和歌山 　25w　20 1　00X0 20 80 　30w　26 1　20P　08 24 96
岡　山 25 1　00 20 80 35 1　20 30 1　00








現 行 給　　与 限 度　　額 同　上　引 上 希　望 限度額
庁府県 公 設 私 設 公 設 私 設
私人ノ家庭 私人ノ家庭
覆農 其ノ他 甕睦 其ノ他 甕農 其ノ他 鰭 其ノ他
銭 銭 銭 銭 銭 銭 銭 銭 銭 銭
東京 40 30 40 30 25 65 50 65 50 40
神奈川 40 25 40 25 市25ｬ20 50 35 50 35 市30ｬ25
愛知 40 25 40 25 30 50 40 50 40 40
京　都 30 30 35 35 40 45 40 45 40 40
大　阪 35 30 40 35 35 45 40 50 45 45





現 行 給 与　　限 度 額 同　上　引 上　希 望 限度　額
庁府県 公 設 私 設 公 設 私 設
私人ノ家庭 私人ノ家庭
其ノ他 其ノ他 其ノ他 其ノ他
北海道 30銭 30銭 30銭30銭 20銭 40銭40銭 40銭 40銭 25銭
青森 40 25 40 25 25 一 一 一 一 一岩　手 10 20 10 25 25 15 25 15 30 30
宮　城 35 25 40 30 30 45 35 50 40 40
秋　田 40 25 40 25 20 一 一 一 一 一
山　形 30 25 30 25 20 一 一 一 一 一福　島 30 25 30 25 25 40 30 40 30 45
茨　城 40 25 40 40 25 40 30 60 40 30
栃　木 25 20 25 20 25 35 30 35 30 35
群　馬 40 25 40 25 25 50 35 50 35 35
埼　玉 30 30 30 30 30 一 一 一 一 一千　葉 40 25 40 25 25 70 25 70 30 30
新　潟 30 20 30 20 20 一 一 一 一 『富　山 30 20 30 20 20 35 25 35 25 25
石　川 25 15 40 20 35 35 15 50 30 35
福　井 25 18 25 18 18 30 25 30 25 25
山　梨 30 20 30 20 20 30 30 30 30 30
長　野 40 20 40 20 20 50 40 50 40 40
岐　阜 30 25 30 25 25 35 30 35 30 30
静　岡 30 25 30 25 25 35 30 35 30 30
三　重 30 20 40 20 20 35 25 40 30 30
滋　賀 30 25 40 30 45 35 30 40 35 45
奈　良 40 20 40 20 20 一 一 一 一 一和歌山 30 25 35 30 30 一 一 一 一 ｝鳥　取 40 25 40 25 30 一 一 一 一 40
島　根 40 25 40 25 30 一 一 一 一 一岡　山 25 22 30 27 30 35 30 40 39 40
広　島 30 20 40 25 25 50 30 55 35 35
山　口 30 35 30 25 25 40 30 40 30 30
徳　島 25 20 35 25 35 一 一 一 一 一
香　川 40 25 40 25 30 一 一 一 一 一愛　媛 30 17 30 17 17 36 20 36 20 20
高　知 30 25 30 25 30 35 30 35 30 35
福　岡 40 30 40 30 30 50 40 50 40 40
佐　賀 40 30 40 30 〔空白〕 50 44 50 44 一
長　崎 12 12 15 15 20 15 15 40 40 20
熊　本 40 25 40 25 25 48 30 48 30 30
大　分 40 20 40 20 30 76 34 76 34 52
宮　崎 25 25 25 25 25 一 一 一 一 一鹿児島 40 25 40 25 20 一 一 一 一 一
沖　縄 30 20 30 20 20 一 一 一 一 一
備考　引上希望限度額ハ昭和十三年八月地方長官ヨリノ回答二依ルモノナリ
第六表　埋葬ノ為支出スル費用ノ限度一人二付十円ヨリ低キ地方調
府県名 限　　度　　額 府県名 限　　度　　額 府県名 限　　度　　額 府県名 限　　度　　額
北海道 7円 千　　葉 7円 滋　　賀 7円 香　　川 8円青　　森 7 東　　京 8．50 京　　都 8 愛　　媛 5








福　　島 7 福　　井 8 島　　根 7 熊　　本 6
茨　　城 7 山　　梨 7 岡　　山 7 大　　分 7
栃　　木 8 長　　野 7 広　　島 7 宮　　崎 7
群　　馬 火葬　　8y葬　　5
岐　　阜三　　重 ； 山　　口
ｿ　　島
暮 沖　　縄 7
備考　十円二達セルモノハ埼玉、静岡、愛知、大阪、福岡、鹿児島ノ六府県ナリ
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資料3　山ロ県の救護限度の設定および改訂関係各種文書（一部改訂断念の経過文書含む、1931－1939）
　編者注　1．本資料3には、本稿中で触れた1931年から1939年にわたる、山口県での救護限度額設定およびその改
　　　　　　訂（一部、改訂を断念したもの含む）にかかわる文書中で重要なものを収録した。
　　　　　2．認可申請や報告・書簡類（電信文含む）などの発信文書類にあっては、起案文書中に添付された案文
　　　　　　しか残されていない（発信文書そのものは、添付案文にもとづき浄書やタイプ印書して宛先に発信す
　　　　　　る）が、ここではそれらの案文を発信文書として扱った。
　　　　　3．原資料は、特にくタ印〉注記したもの（タイプ印書の文書）以外は、いずれも手書きのものである。
　　　　　4．収録にあたって、縦書きを横書きに変更したほかは、原則として原文のママである。なお、文書のう
　　　　　　ち、手書きの場合には、判読困難なものや誤字・脱字と思われるものがあるが、その場合には該当箇所
　　　　　　に口を用いたり、〔〕内に補なうなどした。
　　　　　5．収録した文書の原本は、すべて山口県文書館の所蔵資料で、寺脇が書写したものである。原資料に文
　　　　　　書タイトルがないものについては、寺脇の責任でタイトルを付した（その場合は〔〕内に表記）。
　　　　　　　　目　　　　　　次
3－（1）1931年法施行準備時の限度設定関係文書
①救護法施行令二依ル救護費用ノ限度二関スル認可申請／内務大臣宛　山口県知事　1931．11．30
②〔医療費の限度について、照会書簡〕／山口県社会課長宛山崎社会局書記官1931．12．9
③〔医療費の限度について、回答書簡〕／山崎社会局書記官宛足立山口県社会課長1931，12．11
④救護責用ノ限度二関スル件照会／山口県知事宛　社会局社会部長　1931．12．12
⑤〔救護費用の限度に関する件、回答電報〕／社会局社会部長宛山口県知事1931．12．16
⑥救護責用ノ限度二関スル件依命通牒／山口県知事宛　社会局社会部長　1932．1．1〔1931．12．21受理〕
⑦〔認可書〕／山口県知事宛内務大臣1932．1．1〔1931．12．21受理〕
3－（2）1934年医療費限度改訂立案経過文書
①救護法施行令二依ル救護費用ノ限度変更二関スル認可申請／内務大臣宛　山口県知事　1934．2．26
②〔医療費の資料について、照会書簡〕／井口山口県社会課長宛　新妻社会局保護課属　1934．3．9
③〔医療責の資料について、回答書簡〕／新妻社会局保護課属宛井口山口県社会課長1934．3．13
④救護費用ノ限度変更二関スル件／山口県知事宛　社会局社会部長　1934．4．14
3－（3）1936年救護限度改訂関係文書
①収容救護ノ場合二於ケル生活扶助ノ為支出スル費用ノ限度二関スル件〔起案文書〕／山口県社会課
　　1936．4．23立案
②収容救護ノ場合二於ケル生活扶助ノ為支出スル費用ノ限度変更認可申請／内務大臣宛　山口県知事
　　1936．4．25
③〔認可書〕／山口県知事宛内務大臣1936．5．27
④救護法施行細則中改正ノ件〔起案文書中の「起案理由」〕／山口県社会課　1931．6．16立案
⑤救護法施行細則中改正二関スル件／各市町村長宛　山口県学務部長　1936．7．14
⑥救護法施行細則中改正二関スル件／社会局社会部長宛　山口県知事　1931．7．18
3－（4）1937年救護限度改訂関係文書
①救護法施行細則改正二関スル件〔起案文書中の「起案理由」〕／山口県社会課　1937．12．14立案
②救護法中改正法律二関スル件依命通牒〔抄・限度関係〕／各市町村長宛　山口県学務部長　1936．7．21
3－（5）1939年救護限度改訂関係文書
①救護法二依ル給与額限度引上二関スル認可申請／厚生大臣宛　山口県知事　1939．9．14
②救護費用ノ限度二関スル件依命通牒／山口県知事宛　厚生省社会局長　1939．9．27
③〔認可書〕／山口県知事宛厚生大臣1939．9．27
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資料3－（1）1931年法施行準備時の限度設定関係文書
①救護法施行令ニヨル救護費用ノ限度二関スル認可申
　請内務大臣宛山口県知事社3758号昭6．11．30
　救護法施行令第十四条居宅救護ノ場合二於テ医療ノ
為支出スル費用ノ限度及同令第十六条収容救護ノ場合
二於テ生活扶助、医療又ハ助産ノ為支出スル費用ノ限
度左記ノ通相定メ度候条御認可相成度別紙調査書類相
添へ此〔段〕及申請候也
　　　　　　　　　　　記
一、救護法施行令第十四条居宅救護ノ場合二於テ医療
　ノ為支出スル費用ノ限度
　診察料　無料
　薬治料　投薬ノ剤数二不拘一日拾弐銭　但医師ノ処
　　　　方箋二依リ薬剤師調剤シタル場合ノ薬価ハ剤
　　　　数二不拘一日六銭
　手術料、処置料、注射料　公私立病院又ハ医師会歯科
　　　　医師会所定額ノ三分ノー
　検査料　血液検査料実費　其ノ他ノ検査料無料
　処方箋料　一葉二付　弐拾銭
　書式料　無料
　附添人料　重体患者ニシテ特二必要アル者二限リー
　　人一日　六拾銭
　往診旅費　一里二付参拾銭　特別ノ事由アル場合ハ
　　実費　但同一市町村内ハ給セス
　物理療法実費
　　以上ノ内附添人、物理療法二依ル費用ハ施行細則
　二規定セス特別ノ必要アル場合二市町村長ヨリ申請
　セシメ其ノ費額ヲ決定セシム
ニ、救護法施行令第十六条収容救護ノ場合二於テ支出
　スル費用ノ限度
　1、生活扶助
　　イ、救護施設又ハ適当ナル施設
　　　病院、産院　一人一日　四拾賎
　　　其ノ他ノ施設　一人一日　弐拾銭
　　ロ、私人ノ家庭　一人一日　弐拾銭
　2、医療
　　入院料（薬治料、処置料、注射料ヲ含ミ食費ハ含マ
　　　ス）　一日四拾銭
　　其ノ他ノ費用　居宅救護ノ場合二同シ
　3、助産
　　入院料（産前産後ノ処置一切）　一日六拾銭
　　手術料、書式料、附添人料　医師ノ場合二同シ
　　右ノ内医療費、助産費及生活扶助ノ病院産院二於
　ケル限度二就テハ県医師会、県歯科医師会、県薬剤師
　会ト協定済ノモノナリ
②〔医療費の限度について、照会書簡〕　山口県社会課
　長宛　山崎社会局書記官　昭6．12．9　〈タ印〉
　　拝啓　時下初冬の候愈々御清穆奉賀候陳者先般救
　護費の限度に関し認可申請有之候処右は他府県との
振合より観るも多少高額に過ぐる様被存点有之候に
付ては不日社会部長より貴庁長官宛再考相煩度旨照
会可相成筈に有之候得共居宅救護の場合に於て医療
の為支出する費用の限度に付て観るも一人一日東京
府は略々十五銭に内定の模様、大阪府は十三残に決
定致候例も有之既に種々御折衝御考究相成候ことと
は存候処国庫補助予算の関係も有之候間乍御迷惑今
一〔度〕御考慮の上更に軽費を以て施行相成候様特に
御配慮相煩度此段得貴意候
　追て本件に関する認可は右御配慮に依る結果の御
報告を侠ちて指令相成予定に有之候条至急御決定の
上電信を以て御意見承知致度尚減額の余地無之場合
に於ても其の旨御回報相煩度申添候
③〔医療費の限度について、回答書簡〕　山崎社会局書
　記官宛　足立山口県社会課長　昭6．12．11
　　拝啓　時下益々御清穆之段奉賀二候陳者九日附救
　護費中医療費ノ限度二関スル御照会ノ趣敬服仕候従
　来本県二於ケル済生会救療費ハ剤数二拘ラスー日弐
　拾銭、軍事救護費関係ハ実費ヲ支出シテ居ルノ状況
　ニシテ今回救護法ノ医療費二付一日拾弐銭ト協定ス
　ル迄ニハ少カラス努力ヲ要シタルモノニ有之、県医
　師会ヲ初メ県歯科医師会、県薬剤師会トモ各役員会
　（各郡医師会長ヲ以テ組織セルモノ）ヲ招集シ就中県
　医師会二対シテハロロ臨席種々協議ノ上決定セルモ
　ノニシテ此ノ際更二減額セシムルカ如キハ当時役員
　ノ意向等二照シ困難ノ事情モ有之ノミナラズ医療二
　就キ都鄙的区分ヲ設クルカ如キハ到底認容セラルヘ
　キ性質ノモノニ非シテロセラレリ候間右事情御諒察
　ノ上認可方御高配相願度御依頼申上候
　　追テ薬剤師ノ調剤料一日六銭二比シ医師ノ薬治料
　高キニ過キルノ感ナキニアラサルモ是ハ医薬分業二
　関スル従来両会ノ感情問題二基因スルモノニシテ薬
　剤師二於テ高貴薬等使用ノ場合ハ会ヨリ其ノ損失額
　ヲ補填スル計画ノ下二斯ク決定セルモノニ有之当済
　生会及軍事救護法ノ救療費モ此ノ際救護法ト同額二
　致度済生会二関スル分ハ既二諒解ヲ得タルモ軍事救
　護法関係＝就テハ施行令ノ公布ト同時二目下交渉中
　二関スルモノニ有之候二付此ノ点併セ御含ミヲ置キ
　下サレ度申添候
④救護費用ノ限度二関スル件照会　山口県知事宛　社
　会局社会部長　発社96号ノ内　昭6．12．12　〈タ印〉
　　標記ノ件二関シ十一月三十日社三七五八号ヲ以テ
　申請有之候処左記事項二付御再考ノ上至急電信ヲ以
　テ御意見御回報相成度
　　追テ右二関スル認可ハ本文ノ回答ヲ侯テ指令可相
　成予定二付為念
　　　　　　　　　　　記
一、収容救護iノ場合ノ生活扶助費及医療費ノ限度ハ両
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　者ヲ合シ入十銭以内二於テ適当二区分シ定メラレタ
　キコト
ニ、居宅救護ノ場合二於ケル手術料ノ限度ハ之ヲー円
　以内トシ右二依リ難キモノニ付テハ其ノ都度市町村
　長知事ノ認可ヲ受ケシムル様改メラレタキコト
⑤〔救護費用の限度に関する件、回答電報〕社会局社
　会部長宛　山口県知事　昭6．12．16
　　救護費用ノ限度ノ件ハ（収容救護）生活扶助三〇
　〔銭〕医療費入院料全部五〇〔銭〕（居宅救護）手術料
　一円以内トシ限度外ノ支出ハ知事ノ認可ヲ受ケシム
　ルコトニ訂正ス宜敷願フ
⑥救護費用ノ限度二関スル件依命通牒　山口県知事宛
　社会局社会部長　収社984号ノ2　昭7．1．1〔昭6．12．21
　受附印〕　〈タ印〉
　　昭和六年十一月三十日社三七五入号ヲ以テ申請二
　係ル標記ノ件本日別途指令相成候処居宅救護ノ場合
　二於ケル医療費ノ限度中手術料バー人一回一円以内
　トシ右二依リ難キモノニ付テハ市町村長ヲシテ知事
　ノ認可ヲ受ケ其ノ都度之ヲ定メシメ収容救護ノ場合
　二於ケル生活扶助費及医療費又ハ助産費ノ限度ハ各
　両者ヲ合シー人一日八十銭以内二於テ適当二区分シ
　定メラルヘキモノトシテ詮議相成候儀二付御了知相
　成度
　　追テ右限度決定ノ上ハ速二報告相成度
⑦〔認可書〕　山口県知事宛内務大臣収社954号
　昭7．1．1　〔昭6．12．21受附印〕　〈タ印〉
　山口県知事殿
　　昭和六年十一月三十日社第三七五八号申請居宅救
　護ノ場合二於テ医療ノ為支出スル費用ノ限度並二収
　容救護ノ場合二於テ生活扶助、医療又ハ助産ノ為支
　出スル費用ノ限度ノ件認可ス
　　昭和七年一月一日　　　　　内務大臣　中橋徳五郎
資料3－（2）1934年医療費限度改訂立案経過文書
①救護法施行令二依ル救護費用ノ限度変更二関スル認
　可申請　内務大臣宛　山口県知事社432号昭9．2．26
　　救護法施行令二依ル救護費用ノ限度変更二関シテ
　ハ昭和七年一月一日収社第九九四号ヲ以テ御認可相
　受ケ救護法施行細則ヲ以テ夫々限度規定致シ居リ候
　処右ノ内居宅救護ノ場合二於ケル医療教護費ノ限度
　中手術料ノ限度二就テハ余リニ少額二過キ実際二合
　致セサル憾有之候二就キ左記ノ通其ノ限度ヲ変更致
　度候条御認可相成度此段及申請候也
　　　　　　　　　　　記
　一、手術料　公私立病院又ハ医師会所定額ノ三分ノ
　　ー額　　〈現規定額　壱回二付壱円〉
　　　　　　　　　　　　　　〔注〈〉内は朱書〕
　　　　　　　　　事　由
　現規定額壱回二付壱円ノ手術料ヲ以テシテハ小手
術二於テスラ施スコト困難ノ場合多ク殊二要救護者
ニシテ手術ヲ要スル患者ノ如キハ概ネ病態重症ニシ
テ相当大ナル手術ヲ必要トスルモノ多ク殆ンF大部
ハ限度外支出ヲ申請シツXアル状態二有之右規定ハ
余リニ手術料ノ実際二遠キ憾ミ有之ノミナラス限度
外支出ノ認可二就テハ大体公私立病院又ハ医師会所
定額ノ三分ノー額以内二滅額セルモノニ付認可致シ
居リ候処壱円以内ノ軽微ナル手術ハ施手術医師所定
ノ額ヲ支出シ得ルニ不拘壱円ヲ超過スル中大手術二
就テハ三分ノー額以内ニアラサレハ支出出来サルノ
不均衛ヲ生シ且ツ処置料注射料ハ公私立病院又ハ医
師会所定額ノ三分ノー額ヲ限度トセルヲ以テ壱円以
上ノ費額モ之ヲ支出シ得ルニ拘ラス処置、注射二比
シ多額ノ費用ヲ要スヘキ手術力壱円以上ノ支出ハ知
事ノ認可ヲ受クルヲ要スルコFXスルハ彼此ノ均衡
ヲ失スルノ憾ミモ之有特二手術ノ如ク其ノ手術毎二
料金ヲ異ニスルモノニ就テハ画一的二其ノ金額ヲ規
定スルハ困難ノ事情モ有之候二付処置料、注射料卜
同様其ノ限度ヲ公私立病院又ハ医師会所定額ノ三分
ノー額トシ上述ノ不均衡ヲ矯メ実際ト合致セシメム
トスルモノナリ
②〔医療費の資科について、照会書簡〕　山口県社会課
　長宛　新妻社会局保護課属　昭9．3．9
　　拝啓　時下愈々御清穆之段奉賀候陳者救護費用ノ
　限度変更二関シ客月二十六日社第四三二号ヲ以テ申
　請有之候処貴県下公私立病院又ハ医師会所定額写各
　一部至急御調送願上候
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具
③〔医療費の資科について、回答書簡〕　新妻社会局保
　護課属宛　井口山口県社会課長　昭9．3．13
　　陳者嚢二認可申請致シ候救護費用ノ限度変更方二
　関シ公私立病院又ハ医師会ノ所定額送付方御申越シ
　有之候処各医師会二於ケル所定額ハ本年ノ各郡市医
　師会総会二於テ大部分改訂セラルル趣ナルモ未ダ報
　告ナキ向多ク今之ヲ御送付スルコト困難二有之候二
　就テハ昭和六年十一月三十日救護費用ノ限度二関ス
　ル認可申請ノ際送付致シ候郡市医師会最低報酬額調
　別紙ノ通送付致シ候間大体右二依リ御了承相煩度然
　シテ本年改訂ノ所定額二就イテワ後日取纏メテ御手
　許迄送付致スヘク候二付御了知サレ度尚公私立病院
　ノ分ワ何レモ郡市医師会員ノコトニ付所定額モ大体
　同様ト御了知相成度候
　　先ハ右御回答申シ上候
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具
　別紙　医療又ハ助産費用二関スル調〔略〕
　　　　郡市医師会最低報酬額二関スル調〔略〕
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④救護費用ノ限度変更二関スル件　山口県知事宛　社
　会局社会部長　保218号ノ内　昭9．4．14　〈タ印〉
　　標記ノ件二関シニ月二十六日社四三二号ヲ以テ認
　可申請有之候処右ハ嚢救護費用ノ限度二関スル認可
　ノ際依命通牒ノ次第モ有之手術料ノ限度ハ現行ノ通
　リー人一回壱円以内トシ右二依リ難キモノニ付テハ
　市町村長ヲシテ知事ノ認可ヲ受ケ其ノ都度之ヲ定メ
　シムル様致度
資料3－（3）1936年救護限度改訂関係文書
①収容救護ノ場合二於ケル生活扶助ノ為支出スル費用
　ノ限度二関スル件〔起案文書〕　社828号　昭11．4．
　23立案　4．25決裁
　　収容救護ノ場合二於ケル生活扶助ノ為支出スル費
　用ノ限度ハ病院、産院三十銭、其ノ他ノ救護施設又ハ
　適当ナル施設二拾銭、私人ノ家庭二十銭ト定メラレ
　居リ候処救護i法実施当時ヨリ米価其ノ他一般物価ノ
　騰貴シタル関係等二依リ病院産院ニアラサル救護施
　設又ハ適当ナル施設及ビ私人ノ家庭ヘノ収容救護上
　現在ノ限度ヲ以テシテハ困難ノ状態二立至リ候二就
　テハ左記ノ通限度変更方内務大臣二申請可相成哉相
　伺候也
　　　　　　　　　　　記
　　　病院産院ニアラサル救護施設又ハ適当ナル施設
　　　一人一日弐拾五銭
　　　私人ノ家庭
　　　一人一日弐拾五銭
　　案〔内務大臣宛認可申請書（以下の②と同じ）〕
②収容救護ノ場合二於ケル生活扶助ノ為支出スル費用
　ノ限度変更認可申請　内務大臣宛　山口県知事　社
　828号　昭11．4．25
　　収容救護ノ場合二於ケル生活扶助ノ為支出スル費
　用ノ限度二関シテハ昭和七年一月一日収社九九四号
　ヲ以テ御認可相受ケ救護法施行細則二夫々相定メ居
　リ候処救護法実施当時二比シ米価其ノ他一般物価ノ
　騰貴シタル関係等二依リ現在ノ限度ヲ以テシテハ収
　容救護二困難ヲ来ス状態二立至リ候二就テハ左記ノ
　通限度ヲ変更致度候条御認可相成度此段及申請候也
　　　　　　　　　　　記
病院、産院
現行限度
一人一日
　参拾銭
其ノ他ノ救護施設　一人一日
又ハ適当ナル施設　　弐拾銭
私人ノ家庭 一人一日　弐拾銭
変更セムト
　スル限度
変更セズ
一人一日
　弐拾五銭
一人一日
　弐拾五銭
③〔認可書〕　山口県知事宛内務大臣収社485号
　昭11．5．27〈タ印〉
　　山口県知事殿
　　昭和十一年四月二十五日社第八二五号申請収容救
　護ノ場合二於テ生活扶助ノ為支出スル費用限度変更
　ノ件認可ス
　　昭和十一年五月二十七日　　　内務大臣　潮恵之輔
④救護法施行細則中改正ノ件〔起案文書中の「起案理
　由」〕　昭11．6．16立案（7．11決裁）
　　現行救護法施行細則二依ル生活扶助ノ為支出スル
　費用ノ限度ハ左ノ通リニシテ現今米価其ノ他一般ノ
　物価施行細則制定当時ヨリ騰貴シタル為給与限度低
　キニ失スル嫌アリ且ツ居宅救護ノ場合二於ケル限度
　ヲー人一日何銭一世帯一日何銭ト定ムルハ市町村二
　於テ給与額ヲ決定スルニ当リ時々其ノ限度ヲ誤ルコ
　トアルヲ以テ世帯人員二応シ其ノ給与限度ヲ定メム
　トスルモノナリ尚救護状況報告ノ事項ハ本省二対ス
　ル報告資料ノ関係上改正セムトスルモノナリ
　　現行の給与限度〔略〕
⑤救護法施行細則中改正二関スル件　各市町村長宛
　山口県学務部長　社828号　昭11．7．14〔昭11．6．16立
　案7．11決裁7．14施行〕
　　本日県令第五十四号ヲ以テ救護法施行細則中改正
　相成候処之レカ施行二関シテハ左記事項御了知ノ上
　万遺憾ナキヲ期セラレ度此段及通牒候也
　　　　　　　　　　　記
一、第六条二於ケル世帯人員トハ被救護者及非被救護
　者ヲ合シタル世帯ノ総人員ヲ指称スルモノナルコト
ニ、従テ世帯内ノー部ノ者ヲ救護スル場合二於ケル被
　救護者一人当ノ給与額ハ世帯ノ人員二応シタル限度
　額ヲ世帯人員ヲ以テ徐シタル額ヲ超ユルコトヲ得ザ
　ル義ナルコト
三、従来給与額区々二渉ル向アリタルモ右ハ特別ノ事
　情ナキ限リ施行細則ノ限度ヲ給与スベキモノナルコ
　ト
⑥救護法施行細則中改正二関スル件　社会局社会部長
　宛　山口県知事　社828号　昭11．7．18
　　救護法施行細則中別紙ノ通改正致シ候二付此段及
　報告候也
　別紙　〔略〕
資料3－（4）1937年救護限度改訂関係文書
①救護法施行細則改正二関スル件〔起案文書中の「起案
　理由」〕　社4388号　昭12．12．14立案　12，21施行
　　現行救護法第四条二於テハ「市町村二委員ヲ設置
　スルコトヲ得」ト規定セラレ本法二依ル委員ヲ以テ
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市町村ノ救護事務補助機関トシタルモ昭和十一年十
一月方面委員令ノ施行二伴ヒ今回救護i法ノ改正二依
リ方面委員令二依ル方面委員ヲ以テ従来ノ救護委員
二充ツルコトニ相成タルニ付同法施行細則第二条及
第三条ノ規定ハ当然不用二帰スルモノナルニ付削除
セントスルモノナリ尚現行施行細則二依ル生活扶助
（居宅）ノ為支出スル費用ノ限度低額二失スルヲ以テ
救護ノ徹底ヲ期シ難キ憾有之伍テ給与額ノ限度ヲ救
護法施行令第十三条二規定スルー人一日二十五銭
〔迄〕高メ此ノ機会二給与額ノ増額ヲナシ救護ノ徹底
ヲ期セントスルモノナリ
②救護法中改正法律二関スル件依命通牒〔抄・限度改
　訂関係〕　各市町村長宛　山口県学務部長　社4388
　号　昭12．12．21〔12．14立案〕
　六現行施行細則第六条所定ノ給与額限度ハ市街地
　　等二於テハ稽低額二過ギ救護ノ徹底ヲ期スル能ハ
　　ザル向有之哉二思料セラルルヲ以テ今回之ガ限度
　　ヲ高メタルニ付同細則二規定スル限度内二於テ増
　　額スルコトヲ得ルト難右ハ単二生活扶助ノ最高限
　　度ヲ定メタルニ過キサルモノニ付実施二当リテハ
　　夫々地方ノ実情二応ジ真二己ムヲ得サルモノニ止
　　メ之ヲ以テ直二救護費ノ増額ヲ為スベキモノト誤
　　解セザル様注意スルコト
資料3－（5）1939年救護限度改訂関係文書
①救護法二依ル給与額限度引上二関スル認可申請　厚
　生大臣宛　山口県知事　社1683号　昭14．9．14
　　本県二於ケル救護法二依ル給与額限度ハ昭和六年
　十二月救護法施行当時相定メ其後昭和十二年十二月
　居宅生活扶助費及埋葬費ノ限度ヲ現在ノ通改メタル
　処去ル八月五日厚生省発社第七十号通牒ノ次第モ有
　之特二本県二於テハ股賑産業ノ振興二依リー般経済
　状態ノ急激ナル変動ヲ伴ヒ最低生活費ハ順次高騰ヲ
　来シ救護法二依リ救護ヲ受クル者ニアリテハ其ノ生
　計ノ逼迫著シキモノ有之現行給与額限度ニテハ到底
　救護ノ目的ヲ達シ難ク候二就テハ之等実情二鑑ミ差
　当リ急施ヲ要スル生活扶助二付キ左記ノ通限度ヲ引
　上度候条事情御賢察ノ上御認可相奉度所要書類添付
　ノ上救護法施行令第十六条及第二十一条二基キ此段
　及申請候也
　　　　　　　　　　　記
　一、生活扶助
　（一）居宅救護
　　　甲地　下関市、宇部市、防府市、徳山市（以上、
　　　　　通牒ノーノ　「ロ」）
　　　　　　富田町、太華村（以上、前項各市ト事情同
　　　　　ジクスル近接町村）
　　　　　　山口市、萩市、小野田町、麻里布町、岩国
　　　　　町、柳井町、下松町（下松町ハ久保、花岡、末
　　　武南ノ三ケ村ヲ合併シ来ル十一月三日ヨリ
　　　市制施行）、厚挟町、小郡町（以上通牒ノニ）
　　　限度　一人一日三十銭　一世帯一日一円二十
　　　　銭　但シ世帯構成人員数二応ジ別紙ノ通
　　　　低減スルモノトス
　　乙地　甲地以外ノ町村
　　　限度　一人一日二十五銭　一世帯一日一円
　　　　但シ世帯構成人員数二応ジ別紙ノ通低減
　　　　スルモノトス
⇔　収容救護
　　イ　病院、産院　一人一日四十五銭
　　ロ　ー般救護施設、其ノ他適当ナル施設、私人ノ
　　　家庭　一人一日四十五銭
注意　埋葬費ハ現在十円ヲ以テ引上ヲ為サズ
添付書類　別紙〔略、本文中の表9に掲載〕
②救護費用ノ限度二関スル件依命通牒　山口県知事宛
　厚生省社会局長　厚生省山社452号　昭14．9．27
　〔9．30受附印〕
　　本月十四日社一六八三号ヲ以テ申請二係ル標記ノ
　件本日別途指令相成候処右ハ左記二依リ修正セラル
　ベキモノトシテ詮議相成候儀二付御了知相成度
　　追テ居宅救護ノ場合二於テ生活扶助ノ為支出スル
　費用ノ限度中一般町村ノ限度二付テハ他府県トノ均
　衡モ有之候条現行限度二止メラレ度為念
　　　　　　　　　　　記
　　居宅救護ノ場合二於テ生活扶助ノ為支出スル費用
　ノ限度中萩市、小野田町、麻里布町、岩国町、柳井
　町、下松町、厚狭町、小郡町二在リテハー人一日二十
　五銭、一世帯一日一円トスルコト
③〔認可書〕山口県知事宛厚生大臣厚生省山社452
　号昭14．9．27〔9．30受附印〕
　山口県知事殿
　　昭和十四年九月十四日社第一六八三号申請居宅救
　護及収容救護ノ場合二於テ生活扶助ノ為支出スル費
　用ノ限度ノ件認可ス
　昭和十四年九月二十七日
　　　　　　　　　　　　　　　　　厚生大臣小原直
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